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新技術研修会

令和４年１１月１日

岡崎市土木建設部道路予防保全課

検証した点検支援新技術と直営点検について

地上・梯子 803橋
点検車（BT-200） 103橋
点検車（BT-400） 13橋
ロープアクセス 5橋
高所作業車 18橋
（高所作業車内訳）

跨線橋 3橋
東名跨道橋 13橋

その他跨道橋 2橋

新技術採用の
効果が特に大きい

岡崎市 市道橋点検方法の内訳

・費用の縮減（機械賃料・技術費・交通誘導員）
・安全性の確保
・一般交通への影響軽減

①橋りょう点検ロボットカメラ（BR010019-V0322）
②ひびみっけ（BR010024-V0222）
③全方向衝突回避小型ドローン（BR010009-V0222）
④ブルードクター（BR020008-V0322）
⑤Ｊシステム（BR020004-V0322）
★アレリオ橋梁点検（NETIS KT-210070-A)

岡崎市が試用/検証した
新技術（令和２～３年度）

試用/検証 改善点/アイデア
の発見

新技術の
発展/開発

需要の増加
低価格化

※検証に期待する効果
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新技術の検証１ 【点検ロボットカメラ】 費用：85,000円+税（３日間レンタル）
BR010019-V0322
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新技術の検証２ 【ひびみっけ】 費用：1㎡あたり185円（400円/枚）
BR010024-V0222
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新技術の検証３ 【BLUE DOCTOR】 費用：94,500円/3日（機器賃借料）
7,000円/回 （配送料）

ブルー ドクター

BR020008-V0322

点検可能時間２時間程度
→【効果】分担による作業時間短縮
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新技術の検証４【橋梁点検ﾀﾌﾞﾚｯﾄ アレリオ】 費用：基本契約料 300,000円/年
利用料 5,000円/橋NETIS KT-210070-A

直営点検

①『構造が簡単』 ボックスカルバート（溝橋）
②『小規模』 特殊な機材が不要なサイズ 高さが重要
③『重要路線以外』 点検時に職員だけでできる
④『健全』 前回点検で健全度Ⅰのもの。

対象橋りょうの選定

8:30 9:30 13:30

準備※

※準備：前回調書打ち出し

移動・現場

17:30

調書整理

1hr 3hr 4hr

内容保持のため
当日または翌日に調書作成の必要あり

◎点検にかかった時間（3橋/日）

◎直営点検による費用縮減効果

コンサルタントへ発注する際の点検費用が
単純に削減される。

直接人件費81,090（＝計画準備49,621＋定期点検17,085
＋報告書作成14,384）

その他原価43,663（＝81,090×0.35/（1-0.35））
業務原価 124,753（＝81,090+43,663）
一般管理費 67,175（＝124,753×0.35/（1-0.35））
業務価格 191,928（＝124,753＋67,175）

191,928×1.10 ≒210,000円（溝橋１橋あたり_令和２年度算出）
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新技術の検証４【橋梁点検ﾀﾌﾞﾚｯﾄ アレリオ】 費用：基本契約料 300,000円/年
利用料 5,000円/橋NETIS KT-210070-A
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新技術の検証４【橋梁点検ﾀﾌﾞﾚｯﾄ アレリオ】 費用：基本契約料 300,000円/年
利用料 5,000円/橋NETIS KT-210070-A

条件：職員が５日直営点検に費やす
(準備は１名・それ以外は３名で実施）

8:30 9:30 13:30

準備※

※準備：前回調書打ち出し

移動・現場

17:30

調書整理

1hr 3hr 4hr

内容保持のため
当日または翌日に調書作成の必要あり

×５日

点検にかかる時間（15橋 3橋/日）

点検にかかる時間（30橋実績 タブレット使用）

8:30 12:30 13:30

準備※

17:30

4hr 4hr

×３日

準備※

移動・現場

※準備：基礎情報と前回損傷図の
PC取り込み＆タブレット同期作業

移動・現場

移動・現場 調書整理
紙で15橋 タブレットで30橋

準備 5hr → 8hr
（作業集中による効率化）

現場 15hr → 28hr
（作業集中による移動時間短縮）

調書 20hr → 4hr
（タブレット利用の効果）
・点検と同時に調書作成 ・内容忘却がない
・各作業を集中してできる。

4hr 4hr

4hr 4hr

※作業は別日でも可能

直営点検・点検タブレットの効果（コスト）

【タブレットなし】年間15橋（1日３橋×５日×３名）
点検委託削減額 20万円/橋×15橋＝300万円

【タブレットあり】年間30橋（30橋/5日×３名）
点検委託削減額 20万円/橋×30橋＝600万円
システム利用料30万円＋0.5万円/橋×30橋＋タブレット購入費等≒60万円
差引削減額 600万円－60万円＝540万円
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